
内　容
試験対象は、譁兵庫みらいアグリサポートが受託

した三木市内の酒米収穫作業とした。試験項目は、
①委託を受けたほ場情報の確認作業（写真左）と、
②作業報告事項の入力作業（写真右）である。

スマートフォンはNTT docomoのXperiaとし、ほ
場確認は譁オージス総研の営業活動支援サービス

「ビジネスぐる地図」*と組み合わせて実施した。
調査は、作業者５人（男性）を対象に、スマート

フォンの操作性、農作業記録への適応性と携帯電話
等の利用状況について聞き取りをした。

50歳代後半の作業者を除き、ほ場の確認、報告
書の入力作業は支障なく行えた。全員が文字の大き
さを自由に変えられるスマートフォンに強い興味を
示した。該当ほ場などを画面の航空写真上で確認で
き、さらに作業日報もほ場ごとに現場で入力できる
ことを評価した（表）。なお、現状では接続時間の
制限があるほか、タッチパネル方式への慣れも課題
である。

今後の方針
広域にわたって多くのほ場を管理している大規模

経営体を対象として、作業管理の省力化と効率化を
図るために、経営体の要望に応じた作業計画、作業
指示、作業報告などの画面設計や改良を進めていく。

加藤　雅宣（農産園芸部）
（問い合わせ先　電話：0790－47－2438）

*インターネット上の地図を活用したモバイル版の営業活動支援
のアプリケーション

写真　スマートフォンの操作画面

表　作業者の情報技術の利用状況とスマートフォンに対する主なコメント

ほ場の位置確認（左） 作業記録（右）


